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本
中
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思
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史
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史
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森 

新
之
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問
題
の
所
在 

・
人
文
学
界
に
お
け
る
研
究
者
人
口
…
減
少
傾
向 

・
日
本
全
体
の
原
因
…
①
少
子
化 

15 

②
研
究
職
へ
の
就
職
難
（
ポ
ス
ト
の
削
減
、
大
学
院
生
の
増
加
） 

③
非
研
究
職
へ
の
就
職
状
況
の
改
善
（
景
気
回
復
） 

→
「
修
士
課
程
に
在
学
し
な
が
ら
非
研
究
職
へ
の
就
職
活
動
を
し
よ
う
」
「
ど
う
せ
同
じ
く
就

職
難
な
ら
研
究
職
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
大
卒
の
減
少 

→
「
景
気
が
再
び
悪
化
す
る
前
に
非
研
究
職
に
就
こ
う
」
と
い
う
大
卒
の
増
加 

20 

 

・
日
本
中
世
思
想
史
学
界
…
や
は
り
研
究
者
人
口
が
減
少 

→
た
だ
し
、
同
学
界
に
お
け
る
研
究
者
人
口
の
減
少
…
他
学
界
よ
り
深
刻
で
、
特
有
の
原
因
あ
り 

・
同
学
界
…
他
に
も
幾
つ
か
問
題
あ
り 

 
25 

・
報
告
者
…
三
年
前
、
日
本
思
想
史
学
会
の
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
コ
メ
ン
ト 

→
コ
メ
ン
ト
内
容
…
翌
年
、
会
誌
『
日
本
思
想
史
学
』
に
掲
載
さ
れ
る 

・
報
告
者
…
昨
年
、
同
学
会
を
退
会 

cf. 

拙
文
「
私
が
日
本
思
想
史
学
会
を
退
会
し
た
理
由
」（2017/11/05

、h
ttps://research

m
ap.jp/joqpu

ezyv-2167846

） 

 
30 

・
本
報
告
…
同
学
界
の
危
険
な
現
状
を
整
理
紹
介 

→
明
日
に
つ
い
て
提
言 

 



 

2 

第
一
項 

日
本
思
想
史
学
会
の
内
と
外 

・
日
本
思
想
史
学
会
…
特
殊
な
性
格
あ
り 

→
（
私
見
）
日
本
中
世
思
想
史
学
界
の
危
険
な
現
状
…
日
本
思
想
史
学
会
に
着
目
し
て
分
析
す
べ
き 

※
鈴
木
と
船
田
…
日
本
思
想
史
学
会
の
会
員 

森 
 
 
 

… 
 
 

 

〃 
 
 
 

元
会
員 

5 

大
塚
と
野
上
… 

 
 

 

〃 
 
 
 

非
会
員 

 

・
歴
史
学
界
や
国
文
学
界
…
学
界
規
模
が
大
き
い 

→
複
数
の
全
国
学
会
あ
り 

ex. 

仏
教
文
学
会
、
説
話
文
学
会
、
中
世
文
学
会
、
和
歌
文
学
会
な
ど 

10 

・
日
本
思
想
史
学
界
…
学
界
規
模
が
小
さ
い 

→
日
本
思
想
史
学
会
…
唯
一
の
全
国
学
会 

 

・
日
本
思
想
史
学
会
…
年
一
回
の
会
誌
刊
行
（
九
月
）
と
年
一
回
の
大
会
開
催
（
十
月
） 

・
思
想
史
研
究
者
（
限
ら
ず
中
世
）
…
日
本
思
想
史
学
会
だ
け
で
研
究
活
動
す
る
こ
と
は
不
可
能 

15 

→
必
ず
他
分
野
（
歴
史
学
や
国
文
学
な
ど
）
の
学
会
で
も
活
動
す
る
必
要
あ
り 

・
思
想
史
研
究
者
の
他
分
野
学
会
へ
の
進
出
…
多
い 

→
た
だ
し
、
他
分
野
研
究
者
（
殊
に
中
世
）
の
日
本
思
想
史
学
会
へ
の
加
入
…
少
な
い 

 

・
研
究
者
が
あ
る
学
会
に
加
入
す
る
理
由
…
「
研
究
発
表
す
れ
ば
近
隣
分
野
の
研
究
者
が
聴
く
と
期
待
で
き
る
」 

20 

「
論
文
が
掲
載
さ
れ
れ
ば
近
隣
分
野
の
研
究
者
が
読
む
と
期
待
で
き
る
」 

・
日
本
思
想
史
学
会
の
大
会
や
会
誌
…
中
世
思
想
史
研
究
者
の
聴
衆
や
読
者
が
殆
ん
ど
期
待
で
き
な
い 

→
多
く
の
中
世
思
想
史
研
究
者
…
加
入
し
な
い 

ex.

（
某
若
手
日
本
中
世
史
研
究
者
）
「
あ
そ
こ
は
日
本
近
代
思
想
史
学
会
で
し
ょ
」1 

（
某
中
堅
中
世
国
文
学
研
究
者
）
「
た
ま
に
必
要
な
論
文
が
会
誌
に
載
っ
た
ら
そ
こ
を
複
写
す
れ
ば
よ
い
だ
け
」2 

25 

・
日
本
思
想
史
学
会
の
悪
循
環
…
「
大
会
の
聴
衆
や
会
誌
の
読
者
に
中
世
思
想
史
研
究
者
が
少
な
い
」 

→
「
中
世
思
想
史
研
究
者
が
殆
ん
ど
加
入
し
な
い
」 

→
「
大
会
の
聴
衆
や
会
誌
の
読
者
に
中
世
思
想
史
研
究
者
が
少
な
い
」 

 

・
（
『
日
本
思
想
史
学
』
）
「
〔
古
代
と
中
世
の
投
稿
論
文
は
…
引
用
者
註
〕
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
」 

30 

（
第
三
八
号
［
２
０
０
６
］「
編
集
後
記
」
） 

・
『
日
本
思
想
史
学
』
の
中
世
論
文
…
一
／
二
（
２
０
０
６
） 

→ 

〇
／
四
（
２
０
０
７
） 

→ 

一
／
一
（
２
０
０
８
） 

→ 

三
／
？
（
２
０
０
９
） 

→ 

〇
／
一
（
２
０
１
０
） 

→ 

一
／
？
（
２
０
１
１
） 

→ 

一
／
？
（
２
０
１
２
） 

→ 

〇
／
一
（
２
０
１
３
） 

→ 

三
／
三
（
２
０
１
４
） 

→ 

二
／
三
（
２
０
１
５
） 

→ 

〇
／
四
（
２
０
１
６
） 

→ 

〇
／
一
（
２
０
１
７
） 

35 

→ 

〇
／
？
（
２
０
１
８
） 

※
分
子
は
掲
載
本
数
、
分
母
は
投
稿
本
数
。
「
？
」
は
不
記
載
。
古
代
か
ら
中
世
に

跨
っ
た
も
の
も
算
入 

 
 

                                                  
1 

２
０
１
１
年
五
月
、
報
告
者
と
の
会
食
で
語
っ
た
言
葉
。 

2 

２
０
１
５
年
八
月
、
某
所
の
懇
親
会
で
報
告
者
に
語
っ
た
言
葉
。 



 

3 

・
日
本
思
想
史
学
会
大
会
の
中
世
個
別
発
表
…
二
（
２
０
０
６
） 

→ 

二
（
２
０
０
７
） 

→ 

五
（
２
０
０
８
） 

→ 

四
（
２
０
０
９
） 

→ 

一
（
２
０
１
０
） 

→ 

一
（
２
０
１
１
） 

→ 

五
（
２
０
１
２
） 

→ 

三
（
２
０
１
３
） 

→ 

三
（
２
０
１
４
） 

→ 

四
（
２
０
１
５
） 

→ 

三
（
２
０
１
６
） 

→ 

六
（
２
０
１
７
） 

→ 

〇
（
２
０
１
８
、
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
な
し
） 

5 

 

・
日
本
思
想
史
学
会
の
内
と
外
…
中
世
研
究
に
質
や
量
の
差
が
生
じ
る 

・
福
島
金
治
編
『
学
芸
と
文
芸
』（
『
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
』
九
）
、
竹
林
舎
、
２
０
１
６
。 

福
島
金
治
「
序
「
学
芸
と
文
芸
」
編
集
に
あ
た
っ
て
」 

Ⅰ 

国
家
と
家
学 

10 

井
原
今
朝
男
「
中
世
国
家
の
官
人
と
学
問
─
─
中
世
大
学
寮
官
人
と
釈
奠
儀
礼
─
─
」 

永
井 

 

晋
「
鎌
倉
時
代
の
文
章
道
大
業
の
家
─
─
勤
め
る
官
職
と
活
躍
の
場
─
─
」 

菅
原 

正
子
「
朝
廷
・
公
家
の
文
庫
─
─
諸
家
本
の
所
蔵
と
三
条
西
家
文
庫
─
─
」 

渡
辺 

 

滋
「
中
世
公
家
の
「
家
学
」
の
継
承
─
─
九
条
家
か
ら
一
条
家
へ
─
─
」 

Ⅱ 

和
漢
書
の
伝
来
と
集
積 

15 

久
保
木
秀
夫
「
『
本
朝
書
籍
目
録
』
の
伝
本
と
分
類
」 

陳 
 

 

翀
「
慧
萼
鈔
南
禅
院
本
白
氏
文
集
の
巻
数
と
そ
の
正
統
性
に
つ
い
て
─
─
日
本
伝
来
漢
籍
旧
鈔
本
に
よ
る
原
典

籍
の
復
元
に
関
す
る
一
考
察
─
─
」 

高
田 

宗
平
「
『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
の
性
格
に
関
す
る
一
断
面
─
─
『
論
語
義
疏
』
を
中
心
に
─
─
」 

松
本 

 

大
「
『
原
中
最
秘
抄
』
の
性
格
─
─
行
阿
説
へ
の
再
検
討
を
基
点
と
し
て
─
─
」 

20 

Ⅲ 

寺
院
と
僧
の
学
び
の
形 

蓑
輪 

顕
量
「
中
世
南
都
の
教
学
と
問
答
・
談
義
」 

武
井 

和
人
「
室
町
期
南
都
寺
院
に
お
け
る
和
書
の
ひ
ろ
が
り
」 

鈴
木 

英
之
「
中
世
に
お
け
る
僧
の
外
典
学
習
─
─
仮
託
文
献
の
内
典
化
と
修
学
─
─
」 

住
吉 

朋
彦
「
韻
類
書
を
め
ぐ
る
断
章
─
─
五
山
僧
習
学
の
一
面
─
─
」 

25 

Ⅳ 

伝
授
と
新
た
な
法
の
創
生 

西 
 

弥
生
「
真
言
密
教
の
伝
授
・
口
伝
と
抄
物
・
聞
書
」 

舘
野 

文
昭
「
中
世
歌
学
秘
伝
と
歌
学
書
の
創
出
と
伝
授
─
─
『
和
歌
古
今
灌
頂
巻
』
『
悦
目
抄
』
を
中
心
に
─
─
」 

西
岡 

芳
文
「
式
盤
を
用
い
る
密
教
修
法
の
成
立
と
展
開
」 

福
島 

金
治
「
戦
国
期
に
お
け
る
兵
法
書
の
伝
授
と
密
教
僧
・
修
験
者
」 

30 

Ⅴ 

知
識
伝
授
の
場
と
学
習
技
法 

渡
辺
麻
里
子
「
談
義
所
に
お
け
る
聖
教
と
談
義
書
の
形
成
」 

高
橋 

悠
介
「
称
名
寺
の
神
祇
書
形
成
の
一
端
」 

高
津 

 

孝
「
琉
球
に
お
け
る
漢
籍
受
容
と
漢
文
の
学
習
」 

白
井 

 

純
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
刊
行
と
日
本
語
学
習
」 

35 

→
同
書
へ
の
寄
稿
者
に
お
け
る
日
本
思
想
史
学
会
会
員
…
鈴
木
英
之
だ
け
（
会
員
名
簿
な
ど
に
よ
り
照
合
） 

 

・
日
本
思
想
史
学
会
…
日
本
中
世
思
想
史
研
究
者
の
一
部
だ
け
が
会
員
に 

→
た
だ
し
、
そ
の
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
講
座
や
事
典
を
編
集
す
る
こ
と
あ
り 

ex. 

苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
・
田
尻
祐
一
郎
編
集
委
員 

40 

『
日
本
思
想
史
講
座
』
五
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
、
２
０
１
２
～
１
５
） 

苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
・
編
集
委
員 

『
岩
波
講
座
日
本
の
思
想
』
八
巻
（
岩
波
書
店
、
２
０
１
３
～
１
４
） 

日
本
思
想
史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
思
想
史
事
典
』（
丸
善
出
版
、
印
刷
中
） 



 

4 

・
（
私
見
）
日
本
思
想
史
の
通
史
叙
述
…
日
本
思
想
史
学
会
（
の
会
員
）
に
と
っ
て
の
使
命 

→
同
学
会
（
の
会
員
）
に
の
み
可
能
か
も
知
れ
な
い 

・
日
本
思
想
史
学
会
の
外
部
で
の
日
本
中
世
思
想
史
研
究
…
優
れ
た
個
別
研
究
も
多
い 

→
た
だ
し
、
通
史
叙
述
に
結
実
し
な
い 

 
5 

・
日
本
思
想
史
学
会
…
「
た
か
が
日
本
思
想
史
学
会
、
さ
れ
ど
日
本
思
想
史
学
会
」 

第
二
項 

認
知
の
歪
み
と
言
路
不
通 

・
日
本
思
想
史
学
界
の
危
険
な
現
状
…
日
本
思
想
史
学
会
で
必
ず
し
も
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
な
い 

 1.  

拙
文
「
両
講
座
に
お
け
る
中
世
思
想
史
研
究
の
課
題
」
、
『
日
本
思
想
史
学
』
四
八
、
２
０
１
６
。 

10 

中
世
〔
思
想
史
…
引
用
者
註
〕
研
究
な
ど
は
現
在
、
極
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
講
座
〔
ぺ
り
か
ん
講

座
と
岩
波
講
座
…
同
前
〕
に
そ
の
よ
う
な
危
機
意
識
は
見
出
さ
れ
な
い
。 

（
二
五
頁
） 

研
究
状
況
の
停
滞
は
、
両
講
座
の
構
成
に
も
影
を
落
と
し
て
い
な
い
か
。〔
…
〕
隣
接
諸
学
か
ら
の
寄
稿
が
多
い
両
講
座
は

華
や
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
思
想
史
学
で
の
中
世
研
究
が
停
滞
し
て
い
る
た
め
自
給
率
が
低
下
し
、
隣
接
諸
学
か

ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
も
見
得
る
。 

（
二
五
～
六
頁
） 

15 

 

・
（
報
告
者
）
中
世
思
想
史
研
究
…
極
め
て
危
険
な
状
況 

ぺ
り
か
ん
講
座
と
岩
波
講
座
…
隣
接
諸
学
か
ら
の
輸
入
に
依
存 

→
し
か
し
、
危
機
意
識
な
し 
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2.  

末
木
文
美
士
「
第
四
八
号
特
集
コ
メ
ン
ト
記
事
へ
の
応
答
」
、
『
日
本
思
想
史
学
』
四
九
、
２
０
１
７
。 

森
氏
は
「
中
世
思
想
史
研
究
は
活
発
か
」
と
い
う
問
題
を
提
起
し
、
そ
れ
に
否
定
的
な
見
方
を
示
し
て
い
る
。
氏
は
、

「
日
本
思
想
史
」
と
い
う
領
域
を
閉
じ
た
自
立
的
な
領
域
と
見
て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
は
そ
の
見
方
に
は
反
対
で
、
日
本

思
想
史
は
も
と
も
と
複
合
的
な
分
野
で
あ
り
、
単
一
の
学
会
で
す
べ
て
を
網
羅
で
き
ず
、
多
分
野
の
成
果
を
総
合
的
に
見

る
べ
き
と
考
え
る
。 
（
五
二
頁
） 

25 

 

・
（
末
木
）
日
本
思
想
史
…
も
と
も
と
複
合
的
な
分
野 

→
単
一
の
学
会
で
す
べ
て
を
網
羅
で
き
ず
、
多
分
野
の
成
果
を
総
合
的
に
見
る
べ
き 

 

・
末
木
…
日
本
思
想
史
学
会
の
評
議
員 

30 

→

（
比
喩
）
日
本
の
国
会
議
員
…
「
日
本
は
少
子
化
か
も
知
れ
な
い
が
世
界
全
体
と
し
て
は
少
子
化
で
な
い
」
と
主
張 

・
（
疑
問
）
日
本
中
世
思
想
史
研
究
…
（
も
し
他
学
会
で
活
発
な
ら
）
日
本
思
想
史
学
会
で
活
発
で
な
く
て
よ
い
の
か 

（ 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

）
活
発
で
な
い
同
学
会
の
問
題
を
省
察
す
べ
き
で
な
い
か 

 

・
日
本
思
想
史
学
会
の
重
鎮
た
ち
（
佐
藤
弘
夫
や
末
木
文
美
士
な
ど
） 

35 

…
「
顕
密
体
制
論
に
よ
り
思
想
史
学
界
の
内
外
で
中
世
研
究
が
活
発
に
な
っ
た
」
と
廿
年
以
上
も
主
張3 

※
首
唱
者
は
平
雅
行
だ
が
、
同
学
会
の
会
員
で
な
い
た
め
除
外 

→
（
私
見
）
弊
害
…
三
つ
生
じ
た 

 

                                                  
3 

拙
稿
「
拙
著
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
翼
増
三
章
―
―
再
び
平
雅
行
「
破
綻
論
」
な
ど
に
答
う
―
―
」
（
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思

想
』
二
三
、
２
０
１
４
、
第
三
章
「
研
究
史
に
お
け
る
顕
密
体
制
論
」
）
参
照
。 



 

5 

・
（
弊
害
①
）
「
顕
密
体
制
論
に
よ
り
中
世
思
想
史
研
究
は
活
発
に
な
っ
た
」
と
い
う
誤
解
…
実
状
と
乖
離
し
な
が
ら
定
着 

・
（
報
告
者
）
「
同
論
〔
顕
密
体
制
論
…
引
用
者
註
〕
の
提
唱
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
研
究
が
如
何
に
一
変
し
た
か
は
、
必
ず
し
も

判
然
と
し
な
い
」4 

「
従
来
、
黒
田
俊
雄
が
昭
和
五
十
年
に
顕
密
体
制
論
を
提
唱
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
全
く
顧
み
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
旧
仏
教
の
研
究
が
勃
興
し
た
、
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
通
念
は

5 

顕
密
体
制
論
を
過
大
評
価
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。〔
…
〕
顕
密
体
制
論
へ
の
過
大
評
価
は
、
中
世
思
想

研
究
の
減
少
や
旧
仏
教
研
究
の
遅
滞
が
隠
蔽
さ
れ
る
な
ど
の
弊
害
を
生
じ
た
。
同
論
に
よ
っ
て
研
究
が
縦
横

無
尽
に
展
開
し
た
と
高
唱
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な
い
研
究
課
題
が
あ
る
と
は
想
像
さ
れ
ず
、

不
足
を
補
お
う
と
す
る
問
題
意
識
も
生
じ
難
く
な
る
」5 

→
（
末
木
文
美
士
）
「
こ
の
時
代
〔
中
世
…
引
用
者
註
〕
の
仏
教
思
想
に
関
し
て
は
、
従
来
、
い
わ
ゆ
る
「
鎌
倉
新
仏
教
」

10 

を
中
心
と
す
る
鎌
倉
新
仏
教
中
心
史
観
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
１
９
７
０
年
代
の
顕
密
体
制
論
を

転
機
に
、
大
き
く
転
換
し
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
常
識
と
な
っ
て
い
る

（
２
）

」 

「
（
２
）
研
究
史
と
し
て
、
森
新
之
介
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
２
０
１
３
）
第
一
章
な
ど
」6 

・
報
告
者
の
「
顕
密
体
制
論
に
よ
っ
て
研
究
史
は
一
変
し
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張 

…
末
木
に
よ
り
「
顕
密
体
制
論
に
よ
っ
て
研
究
史
は
一
変
し
た
」
と
い
う
主
張
に
援
用
さ
れ
る 

15 

 

・
（
弊
害
②
）
「
顕
密
体
制
論
に
依
拠
す
れ
ば
他
分
野
と
の
交
流
が
活
発
に
な
る
」
と
い
う
誤
解
…
生
じ
、
広
ま
っ
た 

→
し
か
し
、
歴
史
学
や
国
文
学
に
お
け
る
中
世
研
究
の
盛
況
…
×
（
顕
密
体
制
論
の
よ
う
な
）
理
論
に
よ
る 

〇
（
文
献
を
調
査
分
析
す
る
）
技
術
や
経
験
に
よ
る 

・
思
想
史
学
界
…
顕
密
体
制
論
を
過
大
評
価 

20 

→
技
術
や
経
験
を
軽
視 

→
他
分
野
で
の
中
世
研
究
か
ら
孤
立 

 3.  

富
島
義
幸
「
浄
土
教
と
密
教
―
―
平
安
仏
教
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
、『
日
本
歴
史
』
七
二
八
、
２
０
０
９
。 

求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
の
自
立
で
あ
る
。
学
問
の
自
立
と
は
、
研
究
対
象
を
限
定
的
・
独
占
的
に
あ

25 

つ
か
う
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
自
ら
の
問
題
意
識
に
固
執
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
そ
れ
は
自
立
で
な
く
、
孤
立
を
生
む
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
見
出
さ
れ
た
事
象
を
、
既
存
の
有
力
な
理
論
に
無
批
判
に
当
て
は
め
れ
ば
よ
い

わ
け
で
は
な
い
。
今
、
諸
学
で
共
有
す
べ
き
は
理
論
で
は
な
く
事
象
で
あ
る
。
個
別
の
事
象
を
、
新
た
に
描
か
れ
る
全
体

史
の
一
部
と
し
て
、
真
筆
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。 

（
六
四
頁
） 

 
30 

・
（
富
島
）
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
…
自
立
す
べ
き 

諸
学
で
共
有
す
べ
き
も
の
…
×
理
論 

〇
事
象 

 

・
報
告
者
…
富
島
の
提
言
に
賛
同 

35 

 

・
（
弊
害
③
）
同
学
会
の
若
手
の
中
世
研
究
者
た
ち
…
中
世
研
究
の
窮
状
を
訴
え
難
く
な
っ
た 

・
若
手
の
危
機
意
識
…
広
く
共
有
さ
れ
ず 

→
危
険
な
現
状
の
最
大
の
原
因
…
言
路
不
通
（
現
状
の
危
険
が
広
く
認
識
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
訴
え
る
こ
と
も
憚
ら
れ
る
） 

                                                  
4 

拙
著
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
、
思
文
閣
出
版
、
２
０
１
３
、
三
二
頁
。 

5 

拙
稿
「
拙
著
『
摂
関
院
政
期
思
想
史
研
究
』
翼
増
三
章
―
―
再
び
平
雅
行
「
破
綻
論
」
な
ど
に
答
う
―
―
」
、
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思

想
』
二
三
、
２
０
１
４
、
五
一
九
～
二
〇
頁
。 

6 

末
木
文
美
士
「
思
想
／
思
想
史
／
思
想
史
学
―
―
二
つ
の
日
本
思
想
史
講
座
と
日
本
思
想
史
の
問
い
方
―
―
」
、
『
日
本
思
想
史
学
』
四
八
、

２
０
１
６
、
一
六
頁
、
後
註
二
。 



 

6 

第
三
項 

中
世
は
宗
教
の
時
代
か 

4.  
末
木
文
美
士
「
総
論
」
、
苅
部
直
な
ど
編
集
委
員
『
中
世
』（
『
日
本
思
想
史
講
座
』
二
）
、
ぺ
り
か
ん
社
、
２
０
１
２
。 

中
世
像
は
時
代
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
転
変
を
示
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
新
し
い
史
料
に
よ
る
情
報
の
増
加
と
い
う
こ

と
も
あ
る
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
見
る
側
の
意
識
や
理
想
が
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
中

世
研
究
は
決
し
て
単
純
な
客
観
研
究
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
世
と
現
代
と
い
う
隔
絶
し
た
時
代
の
間
の
緊
張
で
あ
り
、
対

5 

話
で
あ
る
。 

（
一
七
頁
） 

蓑
輪
顕
量
「
中
世
の
仏
教
思
想
」
は
、
中
世
思
想
の
も
っ
と
も
中
核
を
形
成
す
る
仏
教
を
取
り
上
げ
る
。 

（
二
三
頁
） 

近
年
の
中
世
思
想
研
究
は
き
わ
め
て
進
展
が
著
し
く
、
従
来
の
常
識
は
ほ
ぼ
完
全
に
転
覆
し
て
い
る
。
中
世
は
黴
臭
い
過

去
の
遺
物
で
は
な
く
、
生
き
生
き
と
し
た
思
想
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
近
代
が
行
き
詰
っ
た

今
日
、
改
め
て
中
世
を
読
み
直
す
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。 

（
二
五
～
六
頁
） 

10 

 

・
（
末
木
）
中
世
研
究
…
×
単
純
な
客
観
研
究 

〇
中
世
と
現
代
と
い
う
隔
絶
し
た
時
代
間
の
緊
張
、
対
話 

仏
教
…
中
世
思
想
の
も
っ
と
も
中
核
を
形
成 

中
世
…
黴
臭
い
過
去
の
遺
物
で
な
い 

15 

近
代
…
行
き
詰
っ
て
い
る 

→
喫
緊
の
課
題
…
改
め
て
中
世
を
読
み
直
す
こ
と 

 

・
（
私
見
）
「
近
代
が
行
き
詰
っ
た
今
日
、
改
め
て
中
世
を
読
み
直
す
」
と
い
う
問
題
意
識
…
黴
臭
い 
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5.  

拙
文
「
両
講
座
に
お
け
る
中
世
思
想
史
研
究
の
課
題
」
、
『
日
本
思
想
史
学
』
四
八
、
２
０
１
６
。 

末
木
は
、
ぺ
り
か
ん
講
座
中
世
巻
の
「
総
論
」
で
「
近
年
の
中
世
思
想
研
究
は
き
わ
め
て
進
展
、
、
が
著
し
く
、
従
来
の
常
識

、
、
、
、
、

は
ほ
ぼ
完
全
に
転
覆
し
て
い
る
」（
二
五
～
六
頁
）
と
述
べ
た
。
し
か
し
〔
…
〕
同
巻
「
総
論
」
に
は
、
「
中
世
思
想
の
も
っ

と
も
中
核
を
形
成
す
る
仏
教
」（
二
三
頁
）
や
「
中
世
は
武
士
の
時
代
で
あ
る
」（
二
四
頁
）
な
ど
、
「
従
来
の
常
識
」
を
襲
っ

た
表
現
も
散
見
さ
れ
る
。
中
世
思
想
史
で
仏
教
や
武
士
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
中
核
や

25 

代
表
と
す
る
よ
う
な
通
念
は
懐
疑
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
（
二
五
頁
） 

思
想
史
研
究
を
今
日
に
役
立
た
せ
る
と
い
う
問
題
意
識
は
、
研
究
の
幅
を
狭
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
世
俗
の
時

代
で
あ
る
近
代
を
克
服
す
べ
き
だ
と
い
う
問
題
意
識
で
中
世
を
研
究
す
れ
ば
、
宗
教
の
時
代
と
し
て
の
一
面
だ
け
が
切
り

取
ら
れ
て
し
ま
う
。
研
究
者
の
問
題
意
識
は
他
人
に
言
わ
れ
て
変
え
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
っ
た

危
険
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

（
二
七
頁
） 

30 

 

・
（
報
告
者
）
末
木
…
「
従
来
の
常
識
は
近
年
の
中
世
思
想
研
究
で
ほ
ぼ
完
全
に
転
覆
」
と
主
張 

「
中
世
は
仏
教
と
武
士
の
時
代
」
…
温
存
さ
れ
た
通
念 

→
懐
疑
す
べ
き 

「
近
代
を
克
服
す
べ
き
だ
」
と
い
う
問
題
意
識
…
中
世
の
宗
教
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
に 

35 

 

・
（
通
念
）
古
代
…
神
祇
、
律
令
、
陰
陽
道 

中
世
…
仏
教
、
武
家
思
想
、
芸
道
、
天
主
教 

近
世
…
儒
学
、
国
学
、
蘭
学 

近
代
…
洋
学
、
神
道
、
仏
教 

40 

→
（
私
見
）
通
念
…
一
部
温
存
さ
れ
て
い
る 

 



 

7 

6.  

藤
巻
和
宏
「
古
典
教
育
と
宗
教
思
想
―
―
中
世
は
「
宗
教
の
時
代
」
な
の
か
？
―
―
」
、
松
尾
葦
江
編
『
と
も
に
読
む
古
典

―
―
中
世
文
学
編
―
―
』
、
笠
間
書
院
、
２
０
１
７
。 

中
世
は
宗
教
の
時
代
―
―
。
こ
れ
は
、
中
世
と
い
う
時
代
を
「
わ
か
り
や
す
く
」
説
明
す
る
際
の
常
套
句
で
も
あ
る
。
動

乱
の
時
代
、
人
々
は
救
い
を
宗
教
に
求
め
、
現
世
を
は
か
な
む
無
常
観
が
浸
透
す
る
。
ま
た
、
貴
族
文
化
が
衰
退
し
、
新

た
に
武
士
や
僧
侶
が
文
化
の
担
い
手
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
幽
玄
と
い
う
美
意
識
が
興
る
。
―
―
こ
の
よ
う
な
紋
切
り
型
の

5 

言
い
回
し
で
、
な
ん
と
な
く
中
世
と
い
う
時
代
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
当
に
中

世
と
い
う
時
代
を
言
い
当
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
現
代
に
生
き
る
我
々
の
「
中
世
と
は
か
く
あ
る
べ
し
」
と

い
う
願
望
が
投
影
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
二
四
九
～
五
〇
頁
） 

 

・
（
藤
巻
）
「
中
世
は
宗
教
の
時
代
」
…
常
套
句 

10 
→
中
世
と
い
う
時
代
を
分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る 

→
し
か
し
、
現
代
人
の
願
望
が
投
影
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
い
か 

 7.  

船
田
淳
一
「
中
世
宗
教
儀
礼
研
究
の
現
在
」
、
『
説
話
文
学
研
究
』
五
三
、
２
０
１
８
。 

中
世
儀
礼
研
究
が
宗
教
に
傾
斜
す
る
の
は
、
近
代
的
な
世
俗
化
論
に
対
し
て
近
代
に
回
収
さ
れ
な
い
中
世
を
見
出
す
と
い

15 

う
志
向
性
に
起
因
し
て
い
る
。
１
９
８
０
年
代
後
半
以
降
、
殊
に
顕
著
と
な
っ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
状
況
下
の
知
は
、

「
宗
教
の
時
代
と
し
て
の
中
世
」
の
価
値
を
発
見
し
た
の
で
あ
り
、
三
○
年
近
く
「
中
世
ル
ネ
サ
ン
ス
」
的
な
学
界
の
空

気
が
持
続
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。 

（
三
〇
頁
） 

〔
森
の
…
引
用
者
註
〕
こ
う
し
た
発
言
は
、
こ
こ
三
十
年
程
続
い
て
き
た
「
中
世
ル
ネ
サ
ン
ス
」
や
「
宗
教
儀
礼
研
究
」
の

成
果
が
、
審
議
さ
れ
る
段
階
に
至
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
〔
…
〕
。
中
世
宗
教
儀
礼
研
究
が
、
こ
の
辺

20 

り
で
役
割
を
終
え
知
の
ア
リ
ー
ナ
を
去
る
の
で
は
な
く
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
扉
を
開
く
た
め
に
は
、
い
ま
改
め
て
中

世
宗
教
儀
礼
研
究
の
総
括
が
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。 

（
三
二
頁
） 

 

・
（
船
田
）
世
俗
化
し
た
近
代
に
回
収
さ
れ
な
い
中
世
を
見
出
す
と
い
う
志
向
…
中
世
儀
礼
研
究
の
宗
教
傾
斜 

→
「
中
世
ル
ネ
サ
ン
ス
」 

25 

中
世
宗
教
儀
礼
研
究
…
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
審
議
さ
れ
る
段
階
に
あ
る 

 

・
（
私
見
）
こ
れ
ま
で
の
中
世
思
想
史
学
界
…
宗
教
を
過
大
評
価
し
、
世
俗
を
過
小
評
価 

→
世
俗
や
そ
れ
と
宗
教
の
関
係
な
ど
…
研
究
の
余
地
が
大
き
い 

顕
密
体
制
論
や
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
論
…
中
世
（
国
家
）
宗
教
史
に
つ
い
て
の
学
説 

30 

→
非
宗
教
の
思
想
（
漢
学
な
ど
）
を
顧
慮
し
て
い
な
い 

漢
学
（
漢
唐
注
疏
学
）
へ
の
低
い
関
心
…
×
顕
密
体
制
論
だ
け
の
問
題 

○
日
本
史
や
思
想
史
な
ど
諸
学
界
（
除
く
国
文
学
界
）
共
通
の
問
題 

玉
懸
博
之
な
ど
に
よ
る
日
本
中
近
世
思
想
史
研
究
…
誰
か
が
欠
を
補
う
べ
き 

 



 

8 

第
四
項 

粗
雑
な
社
会
評
論 

・
社
会
評
論
…
（
私
見
）
×
研
究
者
の
本
分 

×
社
会
か
ら
の
需
要 

→
し
か
し
、
日
本
思
想
史
学
会
の
重
鎮
た
ち
…
社
会
評
論
を
好
む 

 
5 

8.  

苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
・
田
尻
祐
一
郎
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
、
同
編
『
古
代
』（
『
日
本
思
想

史
講
座
』
一
）
、
ぺ
り
か
ん
社
、
２
０
１
２
。 

先
の
見
え
な
い
こ
の
危
機
と
閉
塞
の
時
代
に
、
こ
の
列
島
で
な
さ
れ
て
き
た
知
の
営
み
を
集
約
し
、
未
来
へ
の
希
望
を
託

し
た
さ
さ
や
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
国
内
外
に
発
信
し
た
い
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
強
い
希
望
で
あ
る
。 

（
三
頁
） 
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9.  

苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
「
編
集
に
あ
た
っ
て
」
、
同
編
『
「
日
本
」
と
日
本
思
想
』（
『
岩
波
講

座
日
本
の
思
想
』
一
）
、
岩
波
書
店
、
２
０
１
３
。 

本
講
座
で
は
、
過
去
の
思
想
と
今
日
と
が
切
り
結
ぶ
問
題
を
設
定
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が
論
じ
る
。

思
想
の
転
変
に
つ
い
て
精
密
に
点
検
し
、
批
判
の
篩
に
か
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
角
度
か
ら
の
光
を
あ
て
た
い
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
思
想
の
蓄
積
を
貴
重
な
財
産
と
し
、
未
来
に
む
け
た
思
想
を
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。（
ⅴ
頁
） 

15 

 

・
（
五
人
の
編
者
）
両
講
座
…
未
来
へ
の
希
望
を
託
し
た
さ
さ
や
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
国
内
外
に
発
信 

未
来
に
向
け
た
思
想
を
創
り
出
し
た
い 

 

・
末
木
文
美
士
…
２
０
１
１
年
、
『
中
外
日
報
』
四
月
廿
六
日
号
で 

20 

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
「
「
天
罰
」
と
し
て
受
け
止
め
、
謙
虚
に
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
主
張 

→
高
橋
哲
哉
…
『
犠
牲
の
シ
ス
テ
ム 

福
島
・
沖
縄
』（
集
英
社
、
２
０
１
２
）
で
末
木
の
天
罰
論
を
批
判 

→
末
木
…
『
現
代
仏
教
論
』（
新
潮
社
、
２
０
１
２
）
な
ど
で
反
論
、
再
論 

 10.  

末
木
文
美
士
『
草
木
成
仏
の
思
想
―
―
安
然
と
日
本
人
の
自
然
観
―
―
』
、
サ
ン
ガ
、
２
０
１
５
。 

25 

自
然
の
奥
の
「
冥
」
な
る
も
の
へ
の
畏
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
の
必
要
を
説
く
私
に
対
し
て
、
自
然
は
あ
く
ま
で
自
然
と
し

て
科
学
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
た
力
を
認
め
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
批
判
ば
か
り
が
集
中
し
た
。
こ
れ
は
き
わ

め
て
奇
怪
で
あ
る
と
と
も
に
、
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
拙
著
〔
『
現
代
仏
教
論
』
…
引
用
者
註
〕
を

出
版
し
た
。
世
間
は
も
は
や
震
災
の
こ
と
な
ど
関
心
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
拙
著
へ
も
ど
こ
か
ら
も
批
判
が
出

な
か
っ
た
。
原
発
問
題
を
除
け
ば
、
震
災
は
も
う
過
去
の
こ
と
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
「
絆
」
と
い
う
よ
う
な
口

30 

当
り
の
よ
い
言
葉
だ
け
が
闊
歩
し
、
本
質
に
触
れ
る
問
題
を
避
け
、
言
葉
を
統
制
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
言
葉
狩
り
が
横
行

し
、
被
災
地
は
で
き
る
だ
け
そ
っ
と
閉
じ
込
め
て
語
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
早
く
忘
れ
よ
う
と
い
う
の
が
、
今
日
の
日
本

の
社
会
の
や
り
方
ら
し
い
。
そ
れ
は
、
戦
争
期
に
日
本
軍
の
大
勝
利
ば
か
り
が
喧
伝
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
危
倶
を
表
明
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
に
似
て
い
る
。
「
日
本
を
取
り
戻
す
」
「
強
い
日
本
を
作
る
」
と
い
う
幻
想
が
嘘
で
あ
る
こ

と
を
み
ん
な
が
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
口
に
す
る
と
圧
殺
さ
れ
る
。
そ
ん
な
時
代
が
よ
い
時
代
で
あ
る
わ
け
が
な
い
。
戦

35 

争
と
自
然
破
壊
へ
向
け
て
、
一
直
線
に
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。〔
…
〕
預
言
者
の
言
葉
は
世
に
容
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

言
う
べ
き
こ
と
は
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
一
六
七
～
八
頁
） 

 

・
（
末
木
）
自
然
の
奥
の
「
冥
」
な
る
も
の
へ
の
畏
れ
…
取
り
戻
す
べ
き 

→
自
説
へ
の
批
判
集
中
…
奇
怪
、
危
険 

40 

次
著
『
現
代
仏
教
論
』
…
批
判
さ
れ
ず 

→
今
日
の
日
本
社
会
…
戦
争
と
自
然
破
壊
へ
驀
進 

預
言
者
…
世
に
容
れ
ら
れ
な
く
て
も
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う 
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・
（
私
見
）
末
木
の
「
自
然
の
強
さ
大
き
さ
を
畏
れ
、
人
間
の
弱
さ
小
さ
さ
を
忘
れ
る
な
」
と
い
う
主
張
…
理
解
で
き
る 

→
た
だ
し
、
そ
の
主
張
に
「
冥
」
「
天
罰
」
な
ど
の
語
を
用
い
る
こ
と
…
理
解
で
き
な
い 

末
木
の
天
罰
論
…
不
健
全 

→
し
か
し
、
日
本
思
想
史
研
究
者
か
ら
の
批
判
な
し 

日
本
思
想
史
学
界
…
よ
り
不
健
全 

5 

 11.  

佐
藤
弘
夫
「
文
庫
版
刊
行
に
あ
た
っ
て
」（
書
き
下
ろ
し
）
、
『
「
神
国
」
日
本
―
―
記
紀
か
ら
中
世
、
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
へ
―
―
』
、
講
談
社
、
２
０
１
８
（
初
刊
２
０
０
６
）
。 

科
学
技
術
の
暴
走
に
加
え
て
、
近
代
社
会
が
生
み
出
し
た
も
う
一
つ
の
産
物
が
、
排
他
的
な
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
心
の
劣
化
」
と
も
い
う
べ
き
現
象
で
あ
る
。
文
明
化
の
成
熟
は
人
間
の
理

10 

性
の
全
面
的
な
開
花
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
高
い
モ
ラ
ル
を
土
台
と
す
る
理
想
社
会
の
誕
生
を
予
感
さ
せ
た
。

だ
が
、
現
実
が
そ
の
方
向
に
進
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
在
、
日
本
と
韓
国
・
中
国
の
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
に
位

置
す
る
小
島
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
応
酬
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
近
代
に
入
る
前
の
時
代
で
は
、
経
済
的
価
値

の
な
い
無
人
島
を
「
固
有
の
領
土
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
所
有
の
正
当
性
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、

為
政
者
だ
け
で
な
く
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
激
し
い
誹
誇
中
傷
合
戦
は
皆
無
だ
っ
た
。
い
ま
わ
た
し
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
が

15 

生
み
出
し
た
巨
大
に
し
て
醜
悪
な
暗
黒
面
の
深
淵
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
な
す
す
べ
も
な
く
呆
然
と
佇
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。 

（
二
〇
五
～
六
頁
） 

人
文
科
学
の
究
極
の
目
的
は
、
人
間
と
い
う
こ
の
不
可
解
な
存
在
の
本
質
を
解
き
明
か
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
哲
学
・
歴
史

学
・
文
学
と
い
っ
た
学
問
分
野
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
課
題
に
解
答
を
提
示
す
る
こ
と
を
最
終
的
な
目
的
と
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
学
問
の
本
来
の
目
標
は
忘
れ
ら
れ
、
個
々
の
学
問
分
野
の
維
持
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
て
い
る
の
が

20 

学
界
の
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
問
題
意
識
が
、
人
文
学
の
存
在
意
義
を
問
う
声
の
背
景
に
は
あ
る
。

21
世
紀
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
は
、
か
つ
て
近
代
の
草
創
期
に
思
想
家
た
ち
が
思
い
描
い
た
よ
う
な
、
直
線
的
な
進
化

の
果
て
に
生
み
出
さ
れ
た
理
想
社
会
に
い
る
の
で
は
な
い
。
近
代
化
は
人
類
に
か
つ
て
な
い
物
質
的
な
繁
栄
を
も
た
ら
す

一
方
で
、
人
間
の
心
に
、
昔
の
人
が
想
像
も
し
え
な
か
っ
た
よ
う
な
無
機
質
な
領
域
を
創
り
出
し
た
。
い
ま
世
界
中
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
民
族
差
別
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や
環
境

25 

汚
染
も
、
根
本
的
な
要
因
は
人
間
の
心
の
劣
化
に
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。 

 

・
（
佐
藤
）
人
文
学
の
究
極
の
目
的
…
人
間
と
い
う
存
在
の
本
質
の
解
明 

人
の
心
…
劣
化
し
て
い
る 

→
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
民
族
差
別
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や
環
境
汚
染
の
原
因
に 

30 

 

・
（
疑
問
）
人
の
心
…
低
劣
で
な
い
時
期
が
あ
っ
た
か 

→
「
人
間
の
心
の
劣
化
」
…
一
つ
の
歴
史
観
で
し
か
な
い
の
で
な
い
か 

佐
藤
の
文
章
…
人
文
学
の
存
在
意
義
を
反
証
し
て
い
な
い
か 

 
35 

・
（
私
見
）
末
木
や
佐
藤
の
社
会
評
論
…
黴
臭
い 

→
若
い
世
代
に
日
本
中
世
思
想
史
研
究
を
嫌
厭
さ
せ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い 
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結
語
と
提
言 

・
脱
却
す
べ
き
も
の
…
「
顕
密
体
制
論
に
よ
り
思
想
史
学
界
の
内
外
で
中
世
研
究
が
活
発
に
な
っ
た
」
と
い
う
神
話 

→
共
有
す
べ
き
も
の
…
「
日
本
中
世
思
想
史
研
究
が
現
在
、
極
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
る
」
と
い
う
危
機
意
識 

・
日
本
思
想
史
（
ま
た
は
日
本
中
世
思
想
史
）
の
通
史
…
叙
述
さ
れ
る
べ
き 

→
た
だ
し
、
現
状
…
そ
れ
ど
こ
ろ
で
な
い 

5 
 

・
思
想
史
研
究
者
…
日
本
史
や
国
文
学
に
学
び
、
取
り
入
れ
る
べ
き
も
の
を
取
り
入
れ
る
べ
き 

→
た
だ
し
、
日
本
史
や
国
文
学
に
盲
従
す
べ
き
で
な
い 

・
や
り
尽
く
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
研
究
対
象
…
研
究
の
余
地
あ
り 

ex. 

城
福
雅
伸
の
「
興
福
寺
奏
状
」
研
究 

10 

報
告
者
の
末
法
思
想
、
「
興
福
寺
奏
状
」
、『
愚
管
抄
』
研
究
な
ど 

 

・
日
本
中
世
…
×
宗
教
の
時
代 

→
日
本
中
世
思
想
史
…
×
日
本
中
世
宗
教
史 

・
世
俗
思
想
（
漢
学
な
ど
）
研
究
の
開
拓
や
拡
充
…
必
要 

15 

→
世
俗
思
想
と
宗
教
思
想
の
研
究
…
融
合
さ
れ
る
べ
き 

 

・
思
想
史
研
究
者
に
よ
る
粗
雑
な
社
会
評
論
…
逆
効
果
に
も
な
る 

→
他
の
思
想
史
研
究
者
…
適
宜
そ
れ
を
批
判
す
べ
き 

 


